
年度

授業の種類 演習 講師名

30回 時間数 60時間 (1単位) 配当学年・時期 前期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床演習　まとめ

出版社書籍名 著者名

臨床演習　まとめ

臨床「ケースC」　ケーススタディ

臨床「ケースA」　ケーススタディ

授業概要　2020

ＩＮＲＥＡＬ①概論

　〃　　③評価完了

講義内容

言語聴覚士科3年

丹波市おひさまにこにこクリニックにて言語聴覚士として２６年間勤務

筆記試験にて評価する。

言語発達障害児に対し、客観的な評価をした上で訓練計画を立案できる。

後半は子どもとの接し方、言語治療の実際、臨床観察の仕方、評価、目標設定などについて学ぶ。

前期は言語発達障害に対する各種支援法を中心に行い、後期は演習を通じて学習する。

言語発達をもたらす発達的要因について基礎的知識の理解を深め、各々言語発達障害の特性や検査、評価、指導・訓練のあり方、

母親支援等の言語環境の整備について学ぶ。

後半は講義中心の授業ではなく、実際に子どもや保護者の方に参加していただき、子どもとの接し方、言語治療の実際、臨床観察

科目名 言語発達障害Ⅳ

授業回数

事例紹介①行動観察・面接・検査から得られた情報より評価

　〃　　②評価実施

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ

臨床「ケースB」　ケーススタディ


